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補正した主な内容と補正額

２５億２，５５５万円
１１億６，７１６万円
９億２００万円
8億６，３７７万円

価格高騰重点支援給付金給付事業
小学校施設整備事業 建物保全
病院事業会計補助金
中学校施設整備事業 建物保全
新ごみ処理施設整備事業 ４億３，７７４万円

会計別予算額

会計別 上半期予算額(A)
（9月末）

下半期補正予算額(B)
（10月～ 3月）

最終予算額
（A）+（B）

一般会計 881億6,868万円 84億4,750万円 966億1,618万円
特別会計 515億5,398万円 13億9,196万円 529億4,594万円
国民健康保険事業費 226億2,930万円 5億7,339万円 232億269万円
国民健康保険診療施設費 1億5,950万円 3万円 1億5,953万円
介護保険事業費 235億9,980万円 5億2,443万円 241億2,423万円
後期高齢者医療事業費 48億880万円 1億6,044万円 49億6,924万円
財産区（9財産区） 1億2,811万円 2,986万円 1億5,797万円

2億2,847万円 1億382万円 3億3,229万円
合　計 1,397億2,266万円 98億3,946万円 1,495億6,212万円

（令和5年度末現在）

最終予算額
1,495億6,212万円

上半期予算額
1,397億2,266万円

下半期補正予算額
98億3,946万円

＝ ＋

市の財産・貯金・借金（令和5年度末現在）

土地：561万 7,388 ㎡
建物：延べ床面積で
　　　62万 8,234 ㎡

一般会計と特別会計の合計、
247億 1,211 万円
※市民 1人あたり約 10.8 万円

一般会計と特別会計の合計、
706億 9,083 万円
※市民 1人あたり約 31万円

令和5（2023）年度 下半期の財政状況をお知らせします

問財政課（☎77･2022 F72・1419）

　法令の規定に基づき、令和5年度の財政状況をお知らせします。
　最終予算額（一般会計＋特別会計）は、上半期予算額に下半期補正予算額を加えて以下のとおりとなりました。

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による影響を踏まえ、国の交付金を活用し住民税非課税世帯や子育て世帯への支援を行ったこ
とや、国の補正予算に対応して小・中学校の整備工事費を計上したことなどにより、一般会計で84億4,750万円の増額となりました。

※四捨五入により合計が合わない場合があります
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TOPICS

問同事務局（☎62・6228 M info@zukajyoseikin.com） 

住宅や事業所の太陽光発電や省エネ設備の導入を支援します

キャッシュレス決済で
最大15,000ポイント還元キャンペーン
　市内対象店舗でスマートフォン決済サービスを利用して
買い物した人に、プレミアムポイント（還元率20％）を付与し
ます。
　1決済サービスあたり最大5,000ポイント※を還元。3つの
決済サービスを利用すると最大15,000ポイントを得ること
ができます。
※会計1回あたりの上限1,000ポイント

期間 7月1日㈪～31日㈬
対象決済サービス au PAY、d払い、PayPay
問 専用コールセンター
（☎0120・792・143、
7月31日㈬まで、9～17時半受付）

山本地区において新たな
移動手段の実証実験を行います

詳細

対以下のいずれかに該当すること
・市民または市内に事業所を有する事業者（個人事業主を含む）
・市内に自ら居住するための新築戸建て建売住宅を建築または購入し、下表の1～3の設備を導入する人
・市内にZEH※の新築戸建て建売住宅を販売する事業者 
※省エネ・再エネ設備の導入により、年間の一次エネルギー消費量が実質ゼロ以下となる住宅

内4月19日以降に契約し、来年2月14日までに導入が完了すること。対象設備や助成額は下表のとおり。詳細はHPから

※個人は15.5万円/ｋＷｈ以下の設備、事業者は19.0万円/ｋＷｈ以下の設備が対象
申来年1月31日㈮までに市地域脱炭素移行・再エネ推進助成金事務局（宝塚商工会議所内）などで配布する申込書（市HPから
ダウンロード可）に必要事項を記入し、郵送または持参

たてうり

ゼ ッ チ

　路線バスが減便となった山本地区では、市立病院などへ
の移動に大きな影響が出ています。そこで、市立病院などへ
の新たな移動手段を確保するため、小型バスを試験的に運
行し、その有効性を判断する実証実験を行います。

日9月2日㈪～10月31日㈭の平日、8～16時台（6便運行）
場ルート＝阪急山本駅から市立病院など。詳しいルートやバ
ス停の場所、時刻表は市HPをご覧ください

￥中学生以上300円、小学生200円、小学生未満無料
問交通政策課（☎77・2096 F71・3336）

太陽光発電設備
（自家消費型）

導入先（市内）
建物 新築／既築

導入区分対象設備 対象者 助成額

蓄電池設備

高効率空調機器
エコキュート
エネファーム

ZEH
LED

住宅・事業所

住宅・事業所

事業所
住宅
住宅

住宅
事業所

新築・既築

新築・既築

既築
既築
既築

新築
既築

新設・更新

新設・更新

更新
更新
更新

新設
更新

事業者
個人
個人

個人・販売事業者
事業者

個人
事業者

個人
事業者

助成対象経費の1／2（上限100万円）
助成対象経費の1／2（上限15万円）
助成対象経費の1／2（上限30万円）

1軒あたり55万円
助成対象経費の1／2（上限100万円）

助成対象経費の1／3※

助成対象経費の1／3（上限100万円）※

7万円×出力（kW）
5万円×出力(kW）（上限100万円）

1

2

5
6
7

3
4
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広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。広告掲載のお問い合わせは、株式会社ウィット（☎072・668・3275）へ。

　「相談窓口で『あなたが使えるシェルター※がないから、どうすることもできない』と言
われてしまいました。私は助けてもらえないのでしょうか。」これは、私のカウンセリングル
ームに来られた、DV被害者の方の声です。特に支援を難しくする事情があるわけではあ
りません。ただ、被害者の性別が男性である、というだけです。
　DVの問題に限らず、ある対象を支援すると、その支援自体は大変意義のあることであ
っても、支援が届きにくくなる別の対象が生じてしまうことがあります。ある方向から光を
当てると必ず反対側には「影」もできてしまう、というのは、世の中のあらゆる物事につい
て言えることではないでしょうか。「だれもがどれも選べる社会に」していくためには、私た
ち一人一人が、自分の思い込みを一旦脇に置いて、違った方向からも光を当ててみようと
する発想が、とても大切だと思います。

「平和なまち」絵画
コンテスト2024の作品を募集
　広島の平和首長会議では、子どもたちが考える「私にとっ
ての平和」をテーマにした絵画コンテストが行われます。あ
なたが思い描く「平和なまち」を描いてみませんか。

対市内在住･在学の6～15歳（令和6（2024）年11月1日時点）
申作品１点と応募用紙（市HPからダウンロード可）を人権平
和･男女共同参画課に持参または郵送。9月30日㈪必着

問同課（☎77･9100 F77・2171）

原爆死没者の慰霊と
平和祈念の黙とう
　原爆死没者や戦没者を追悼するとともに、恒久平和への
願いを込めて「平和の鐘」を鳴らし、黙とうをささげましょう。

日広島原爆忌=8月6日㈫8時15分～9時
長崎原爆忌=8月9日㈮11時2分～正午
終戦記念日=8月15日㈭正午～12時45分

場末広中央公園 平和の鐘
問人権平和・男女共同参画課
（☎77･9100 F77・2171）

男女共同参画週間 特別寄稿「だれもが どれも 選べる社会に」

　6月23日～29日は「男女共同参画週間」です。今年度のキャッチフレーズ「だれもが どれも 選べる社会に」にちなみ、京都橘大
学総合心理学部准教授で、カウンセリングオフィス天満橋代表の濱田智崇さんの特別寄稿を掲載します。この機会に、誰もが自
らの個性と能力を最大限に発揮し、自分らしい生き方を選択できる社会について考えてみませんか。

ともたか

問人権平和・男女共同参画課（☎77･9100 F77・2171）

濱田 智崇さん

※暴力などから逃れるため、一時的に身を寄せることができる施設
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TOPICS
介護保険に関するお知らせ

　法令に基づく見直しにより、保険料を改定しています。7月
24日㈬までに通知書が届かない人や特別な事情により納付
が難しい人は、介護保険課にご相談ください。

現在お持ちの負担割合証の有効期限は、7月31日㈬までです。

　認定証などをお持ちの人に、更新案内の書類を送付して
います。引き続き限度額認定を受ける人は、7月31日㈬まで
に更新手続きをしてください。社会福祉法人等利用者負担
軽減の認定を受けている人も手続きが必要です。
　また、8月1日㈭から介護保険負担限度額における居住費
の利用者負担額が一部変更となります。詳しくは、送付する
更新案内または市HPをご覧ください 。

　同センターは、援助を受けたい高齢者とお手伝いをした
い人をつなぐ組織です。
9月末をもって市の事業としては終了し、その後は（一財） 

市保健福祉サービス公社の事業として引き続き実施します。
　サポートセンター事業の10月以降の運営内容について、
説明会を実施します。

日7月①24日㈬②25日㈭14時～16時
場①西公民館②東公民館（当日直接会場へ）

介護ファミリーサポートセンターを
（一財）市保健福祉サービス公社へ移管

市立病院に最新型の
マンモグラフィ装置を導入

　会員登録の仕方や就業情報のほか、センターに依頼した
い仕事の相談など、さまざまな相談にお答えします。

日7月19日㈮･20日㈯10時～16時
場イズミヤ小林店

シルバー人材センター
出張相談会

①介護保険料決定通知書を7月10日㈬から順次送付

②介護保険負担割合証を7月16日㈫から順次送付

③介護保険負担限度額認定証などの更新手続きは
　7月31日㈬まで

新型のマンモグラフィ（乳房用X線診断）装置では、角度を
変えながら細かく撮影して乳房の断面画像を作ることで、より
詳細で精度の高い情報を得ることができます。そのため、乳
腺に隠れた乳がんや石灰化などを発見しやすくなりました。
　また、少量のX線量で高精度の画像撮影が可能なので、こ
れまでよりも被ばく線量を減らすことができます。

　当院では女性技師が撮
影を担当しています。不
安な点があれば気軽に相
談してください。また、当
院を受診される際は、か
かりつけ医からの紹介状
を持参してください。

問市立病院放射線検査室（☎87・1161 F87・5624）

問同課（☎①77･2162 ②③77･2136 F71･1355） 問高齢福祉課（☎77・2075 F71・1355）

問市シルバー人材センター（☎81・7000 F81・7040）
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